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第 45回千葉医学会総会、シンポジウム「移植と免疫」1038 
り移植免疫反応の少ない組合わせを探すことがわれわれ
に課せられた課題の lつであろう。われわれは組織適合
性試験として，その lつに白血球型別による組織適合性
を調べ，実際に臨床に応用している。先ず型別の方法に
ついて述べる。
血清提供者は 322名で，何れも妊婦または経産婦で，
その 114名に抗白血球抗体を認めた。また白血球提供者
は 50名である。
白血球分離は PVP法により，得られた上層を調整し
て 5X 106/ml白血球濃度として用いた。 この白血球浮
遊液 2滴と抗血清 2滴とを 37"C 1時間反応させ，検鏡
下で判定した。
型別の方法は統計的方法により， Compnterにより計
算されたもので， Fisherの 2x2分割表を利用した X2
検定により名抗血清聞の関係を求めた。昭和 42年に行
なった白血球 31種との反応から得らた白血球型は W 1
"，  W10の 10型であり，昭和 43年に更に白血球 19種を追
加して行なった反応から得られた型は W1"，  W12の 12種
12 W"，W1，01.X2>1シリーズではW10"，W1であった。 
シリーズでは X2>19で，後者の方がより信頼度が高い
と考えられた。またこの方法により分類可能となった抗
血清は 114血清中前者では 53%.後者では  46%であ
る。
われわれの腎移植症例中， W gの型不適合が l例だけ
あったが，臨床経過中，軽度拒否反応を認めたのみで， 
W gは移植免疫反応抗原としては弱いものと想像され，
実験的にも W gは比較的多い抗原と考えられる。また実
験的に W8は強い抗原性を有するものと考えられるが，
腎移植症例には W8の型不適合はなかった。
以土，われわれの移植症例が拒否反応に関して経過良
好なことから，白血球型適合試験の必要性を述べた。 
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臓器移植に関する先人の努力は，現在，良好な遠隔成
績となって成果をあげつつある。臓器移植の成績を更に
向上させるためには， 移植免疫抑制の方法の研究と共
に，たくみに組織適合性をとらえる事が重要である。
私どもは，臓器移植の際の組織適合性のテストの一つ
の方法として，白血球型別を行って臨床に良い成績をあ
げている。
そこで，私どもは，この白血球抗原と組織適合性抗原
の関連性を解明するために，一種の組織移植であるトラ
ンスファーテストと，試験管内テストであるリンパ球混
合培養法を用いて，実験的に，白血球毎の組織適合性を
検討した。
即ち， ヒトの未柏、血より， リンパ球を採取し，白血球
型別試験， トランスファーテストリンパ球混合培養法と
を同時に行った。
トランスファーテストは 500万個のリンパ球を皮内に
接種し，接種後の発赤の 48時間値をこれの成績とした。
リンパ球混合培養法は， 100万個の細胞を試験管にて
培養液 10%仔牛血清加 Eazleの M.E. M. を使用し
て，炭酸ガス培養を行い 7日目に固定標本を作成した。
標本中の分裂細胞と blastoidcellの出現率をこのもの
の成績とした。
その結果から， 白血球型不適合の数の多いという事
が，必らずしも，組織適合性の相違を示すものではない
といえ，むしろ，白血球型不適合の内容が重要であると
いえる。
なかでも白血球型 W8は，強く組織適合性の相違を表
現していることが見出され，組織適合性抗原として追求
される。 
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角膜は病変により混濁し白斑となるとこれを再び透明
とすることは甚だ困難で、ある。したがってこれを透明な
角膜と入れかえる角膜移植は最近かなり行れる様になっ
た。最近われわれは 7例の角膜移植を経験その手術のあ
らましを述べた。 3例は長期間にわたり移植片を透明に
保つことに成功した。このうち一例は生来視力が悪かっ
たが 22才の時角膜移植をうけ 0.7の視力を得， はじめ
て文字を見る事が出来，これからこれの学修をはじめる
こととなった。
他のものは角膜片の透明移植には全例成功したが， 1 
ヶ月前後から移植片の混濁を生じている。これ等を見る
と母角膜が広い白斑のために，移植片の栄養補給不足，
水分代謝異常のためと考えられるものがある。叉手術の
未熱のため縫合不全を生じ虹彩脱出，虹彩前癒着を来た
し，緑内障を併発したと考えられるものがある。
長期間透明移植に成功した例も 1ヶ月頃から移植片の
混濁，実質の習腫，上皮下水泡形成が現れた。これはス
テロイド剤をはじめとして種々の薬剤の投与により再び
